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Competencies and Academic 
Standards Exchange®(CASE®)
の定義

• 「学習における基準やコンピテンシーに関する情報
を、一貫性をもって参照できる方法で交換・管理す
る方法を定義したもの」

• → カリキュラム情報を電子化するための技術標準

• → なぜこのような技術標準が必要なのか?
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CASEが生まれた背景

教材ベンダや教科書会社は、米国の州ごとに違う
カリキュラム内容に対応させることに苦慮していた。
この問題を解決するために作られた技術標準が
CASE。

http://developers.imsglobal.org/sites/default/files/LIA2018/GaV.pdf



CASEが存在しない場合



CASEが存在しない場合

• 共通のフォーマットを使いたい
• カリキュラム情報を構造化したい
• 機械(プログラム)で処理したい



コンピテンシーとは

• 「高いパフォーマンスを発揮する人に共通して見られる

行動特性」 → 経営学、人事の立場

• OECDが定義した「キー・コンピテンシー」 ※

1. 社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力

2. 多様な社会グループにおける人間関係形成能力

3. 自律的に行動する能力

• 学習を通して身につける資質・能力

※ 出典 OECD: “Definition and Selection of Key Competencies: Executive Summary” 
https://www.oecd.org/pisa/35070367.pdf
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CASEが含むもの

•カリキュラム内の構成要素
… 学習者がどこで何を知り、
何をできるようになるか

•構成要素の間の関係
• Precedes

• Is Related to

• Is Part of

•ルーブリック…評価の基準

http://www.imsglobal.org/activity/case



CASEで扱いたい内容

•高等教育機関のシラバス

•初等中等教育の学習指導
要領

•企業の人材育成基準

• (シラバスが出力される前
の)授業設計書

https://teachforjapan.org/entry/column/
2020/02/12/gakusyuusidouyouryou-first/





CASEのデータの例

https://sandbox.opensalt.net/cftree/
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代表的なソフトウェア
“OpenSALT”

• コンピテンシーフレームワーク
の開発・管理ツール

• Public Consulting Group 
(公共部門を主とする米国企
業)が作成

• フレームワーク内での学習進
度がわかる

• 異なるフレームワーク間で行
き来できる(Crosswalks) https://sites.google.com/view/opensalt/



CASEの社会実装
「Wellspringプロジェクト」

「ギャップを埋めよ、学習者と雇用を繋げ」

http://www.imsglobal.org/about/wellspring



Wellspringプロジェクトにおける
教育機関と雇用者のマッチング

1. エクセルシオール大学＋エネルギー供給者連合
(EPCE) 

2. ジョン・F・ケネディ大学＋レイクサイドユニオン学区

3. ナショナル大学

4. ポートランド州立大学＋スタンダード保険＋セント・
チャールズ・ヘルス・システム＋ワシントン大学ボセル
情報保証・サイバーセキュリティセンター



教育機関と雇用者による
コンピテンシーフレームワーク

• エネルギー問題のリーダーシップに関するもの
1. エクセルシオール大学: 学部生向けリーダーシップ教育プロ

グラム

2. EPCE: 監督者向けコンピテンシー

• エネルギーのプロジェクトマネジメントに関するもの
3. エクセルシオール大学: 産業プロジェクトマネジメント

4. EPCE: エネルギー構築マネージャのコンピテンシー

• サイバーセキュリティに関するもの
5. ポートランド州立大学: サイバーセキュリティ修了書

6. スタンダード保険＋セント・チャールズ・ヘルス・システム: サイ
バーセキュリティ・アナリスト／セキュリティ・オペレーション・セ
ンター・アナリスト



https://labs.casenetwork.imsglobal.org/
からWellspringプロジェクトの成果物にアクセスできます

https://labs.casenetwork.imsglobal.org/


IMS認定済製品リスト

https://site.imsglobal.org/certifications



CASEを含むエコシステム

• 学習者に伝えたい内容を
CASEで管理

• LTI や QTI、Common 
Cartridge で配信

• 履歴は Caliper Analytics 
で

• 成果の認定に Open 
Badges や Comprehensive 
Learner Record

http://www.imsglobal.org/



注目したい連携
“IMS Simple Sequencing”

• アダプティブ・ラーニングの
ための技術標準

• 学習の進捗に合わせて、
教材が振る舞いを変える

• 最終仕様は2003年

• ADL の SCORM 2004 の
中で使われている

https://www.imsglobal.org/simplesequencing/
ssv1p0/imsss_infov1p0.html



まとめと、これから

• CASEの定義、背景、使う場面

•代表的なソフトウェア “OpenSALT”

•構造化データが表す内容

•社会実装「WellSpringプロジェクト」

•もっと知りたい方へ
• 宮崎誠(帝京大学): 「CASEにおけるREST APIとその利用」

• 9/11(土)16:35～
• 山田恒夫(放送大学): “CASEとCASE Network”

• 森下誠太(内田洋行): “我が国におけるCASEの実践事例”
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